
ア カランカのプ ラマーナ論

藤 永 伸

いわ ゆる 「聖典期」 にお けるジャイナ教哲学の一特徴 として他学派 との交渉 の

少 なさを挙 げ うる。 この時代 には, 原 子論 業論 などが ほぼ ジャイナ教内部の問

題 として論 じられ た。 知識論 も扱われ たが, 主 に<jnana>と い う語 の下に検討 さ

れ た。 一方, 他 学派 では知識の問題 は<pramapa>論 で あった。 彼我 の 隔 た りは

用語上 の問題 のみな らず, 内容 にお いて も見 える。 しか し1他 学派 との交渉が不

可避 となるにつれ て, この隔 た りをな くそ うとす る努力が ジャイナ教内部に起 き

た。 この努力 は 「聖典期」後期の作品 にみ られ, また 「論理学期」初期の著作 中

に もあ らわれ る。 しか し, ジ ャイナ教の知識論が他学派 に伍 し うる様な内容 と組

織 を もつに至 ったの はアカ ランカ(西 暦720～780)の 貢 績 によ る。 即 ち, 彼 は ジ

ャイナ教 の伝統的知識論 を基本 として, 他 学派 との論争 に耐え うる様な体 系を構

築 したの である。 本稿 では諸先学の業績 をふ まえつつ1), ア カ ランカの 知識 論 を

「<pramapa>の 分 類」 とい う点か ら検討す る。

アカ ランカはpramanaを 定 義 して 「矛盾のない知識 がpramanaで あ る。未

知の対象 を認識す るか ら。」「自己 と対象(即 ち他者)と を決定す る確実な知識 が

(pramapaと)考 え られ る。」 と述べ てい る2)。 これ らの定義は何 らアカランカの

創意 にかかる ものではない。 その大 部分 が シッダセーナめ 『Nyayavatara』 に 拠

ってお り,「 未 知の対象」云 々は仏教や ミーマー ンサー学派 か ら借用 した もの と

考 え られ る。 アカランカ 以後 の ジャイナ教論師 は, pramapaを 定 義 す る 際 に

「未 知の対 象」云 々の規 定 を与えてお らず,「 自己 と他者 とを決定す る知識 」 と述

べ る者 が多 い。 ゆえに, pramapaの 定 義 に関 してアカ ランカの貢献 は見 られ な

い。

著作の随所 で述べ ている様3)に, ア カ ランカはpramanaを 基 本 的にpratyaksa

とparoksaと に 二分す る。 これ は ジャイナ教 の伝統 に基 づいた もの で あ るが,

ア カ ランカが ウマ ー ス ヴ ァー テ ィの 『T(attvarthadhigama)S(utra)』 を 再三引

用す る ことか ら, 直 接的 にTSは に拠 った ものであろ う。 また, この分類は アカ

ランカ以後の ジ ャイナ教論師 が一貫 して主張す る もの である。

アカ ランカによるpramapaの 分 類について は 『L(aghiyas)T(raya)』 が主 な
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資料 であ る。 しか し,  LTで の分類 はかな り混乱 している。

まず,  図1はLT §61お よび 自注 に基づ く分類 であ る。 ここでindriyapratyaksa

に 分類 されてい るavagraha,  iha,  avaya,  dharanaはTSI-15でmatiの 一 連の

過程 とされていた ものであ る。 またanindriyaと さ れ るsmrti,  samjna,  cinta, 

abhinibodhaは 同 じくTS I-13でmatiの 同 義語 として扱 われている。 つま り, 

従 来paroksaと きれ てきたmatiが こ こでは二分 され てpratyaksa,  と 成 った。

この 「<pratyaksa>=mati(感 官知)」 とす る用法 は他学派のそ れ ど 同様 で あ る。

一方,  paroksaに は他学派 が認 める種'々のpramanaが 分 類 され てい る。 これ に

関連 『して アカランカが 『Rajavarttika』、I-20-15で 「anumana,  upamana,  artha-

patti,  sabdaな どはsrutaに 含 まれ る」 と述 べている点に注 目すべきであ る。

次にLT §3～11お よ び自注 による 分類 を見 る。matiの 同義語 とされ て い た

smrtiな ど がとこではavagrahaな ど と同様 に一連 の因果、関係 にある と考 え られ

ている。 そ して,  dharanaがsmrtiの 因 であるとす る ことによってindriyaoと

anindriyaと を も結 び つ け でい る。更 にsmrtiな ど は 「言葉 と の結合 以前 は

matiで あ り,  言 葉 と結 びつ けばsrutaで あ る」 とされている。 そ して,  samjna, 

cinta,  abhinibodhikaを 各 々pratyavamarsa,  tarka,  anumanaと 言 い換 え て い る

(smrtiは そ のまま)。 これ には二重の意味 がある。 まず,  smrti,  samjna等ani-

ndriyaがsrutaつ ま りparoksaに もな り うる とい う意味 が あ る。 衆知 の様 に

他 学派では啓 官やmanasに よる認識 はparoksaで あ る。 しか し,  ジ ャ イナ教 内

部では この様 な認識 をpratyaksaと す る者 もあ り,  paroksaと す る者 もあった。

前 者 としては シ ッダセーナ等 がお り,  ウマ ース ヴァー ティは後者を代表 す る。 ア

カ ランカは この差 異を 「言葉 との結合の有無」 とい う基準で折衷的に解消 しよ う

としたので ある。 次 にsmrti,  pratyavamarsa等 が 二様 であ るとも解釈 でき よう。

図1
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ア カ ランカ以前 にプージ ュヤパ ーダはsrutaを 「自己の為 の もの」 と 「他者の為

の もの」 とに二分 し, 前 者 を 「知識 を本質 とす る もの」, 後 者 を 「言葉 を本 質 と

す る もの」 と定義す る4)。 この様 な分類 はアヵ ランカの採 る所 ではな い が, 既 に

『Rajavarttika』I-20-15で 言 葉 との結合 の有無 に よってsrutaを 区分 している。

しか し, この分類, つ ま り言葉 との結合の 有無 に よってsmrtiな ど を 区分 す

ることは必 ず しも確定 的な ものではな い。 ヴィ ドゥヤーナ ンデ ィンはLT 10cd,

11abを 引 用 して言葉 との結合がな くて も知識 は あ りうることを強調 してい る5)。

しか し, そ の一方 では, pratyaksaを 三 分 して, そ の中の どれ に もsmrtiを 入

れず, pratyaksa中 に分類 してい る6)。 また プラバーチ ャン ドラはLTの 同 じ箇

所 を注釈 してsmrtiな どは言葉 と結合 しな くともparoksaで あ ると して いる7)。

つま り両者 と もsmrtiな ど をpratyaksaと 認 めていな い。 アカ ランカ自身 も こ

の分類 をの ちに放棄 してい る。

以上の様 なLT §3～11お よび自注 に基 づ く分類 を図2に 示 し た。 これ は ア

カ ランカの努力 の跡 が うかがわれ るけれ ど も, 過 渡的な もので あると言 える。

次 にLT §25～26お よ び自注 に基づ く分類 を図3に 示す。 原文ではpralnana

と してpratyaksa, sruta smrti, pratyabhijna, uha(=tarka), anumana, の 六 っ

を挙 げている。 一方, pratyaksa, paroksaと い う区分は明確 ではない。 しか し,

pratyaksaを 独 立 の もの としているか ら他の 五 つ は必然 的 にparoksaと な る。

また, pratyaksaを 三 分す るとい う分類法 もとられ ていない。

この様 にLTに おけ るpramapaの 分 類 は必ず し も一定 していない。 特にsmrti

な ど をどの様 に分類す るか によ って三段階 にわかれ る。、っ ま り, 単 にpratyaksa

図2

sarhjna=pratyavamarsa, cinta=tarka, abhinibodhika=anumana.
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とす るもの, 言 葉 との結 合の有無 に よってpratyaksaかparoksaに 分 けるもの,

そ して単 にparoksaと す るものの三 つである。

この不 安定 さの一因 としてLTの 成立事情 がある。 『Akalahkagranthatraya』 の

序文 で編者Mahendra kumar Jainが 指 摘 してい る様 に8)LT中 のpramananaya-

pravesaとpravacana-pravesaと は本来別個の書物であ った。 つ まり, 上 に述 べ

た §61と その他 の もの とは本来別個の書物 に属す るものであ ったが後に他 者の

手 によ って一 つの書LTの 中 に くみ こ まれ た。 この事情 や アカ ランカ 以前 の

pramapa論 との関連 か らすれば, 図1に 示 した分類 は他 の もの よ り先 に成 立 し

た もの と考 え られ る。

次 に 『Nyayaviniscaya』 §469に つ いて見 てみ よう。 ここではpramanaが 大 き

くpratyaksaとsrutaと に分割 され てお り, 後 者の 内容 としては 「pratyabhijna

な ど」 とす るだけであ る。 しか し, 後 続す る偶 に よれ ば, smrti, takra, 更 に は

anumapaやagamaもsrutaに 含 まれ る。 よって本 書では アカ ランカはpramapa

を六 つに, 即 ちpratyaksa, smrti, pratyabhijna, tarka, anumana, agamaに 分 け

てお り, pratyaksa以 外 の五 つはsrutaの 名 の下 に分類 してい る。 これ を図4に

示 した。

さて, ア カ ランカ最後 の書 とされ る 『Pramapasarhgraha』 の 冒頭 で彼 は次の様 に

述 べてい る。

pratyaksamh visada-jnanarim tattva-jnanarn visadam, indriya-pratyaksam anindriya-

pratyaksam atindriyapratyaksam trividha. Srutam aviplavam pratyaksa-numana-gama-

nimittam. paroksam pratyabhijnadi smarana-purvakam......dve eva pramane iti.

こ こ で 問 題 と な る の はsrutaとparoksaと の 関 係 で あ る。Srutaがparoksaの

言 い 換 え に す ぎ な い と す れ ばparoksaに はpratyabhijnaな ど し か な い こ と に な

る。 「pratyabhijna な ど 」 と は 同 書, II, III章 か ら し てsmrti, pratyabhijna, tarka,

図3 図4
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anumanaを 指 す。 つま り, agama, 狭 義 のsrutaに 当 る もの がpramnapaと して

認 められ ない ことになる。 だからsruta=paroksaと 考 えるのは困難 であ る。

ヴ ィ トゥヤーナンデ ィは 「paroksaにsrutaや<pratyabhijnaな ど>が ある」 と

す る9)。 つま り, paroksaと してsmrti, pratyabhijna, tarka, anumanaそ し てsruta

が あ る。「rsrutam pratyaksa-」 云 々を ど う理解す るか問題が残 るが, pramanaの

分 類 についていえば, この説 に従 って全体 を解釈す る方 が より合理 的である。 こ

の場合 の分類 を図5に 示 した。

以上 から明 らか な様 にアカ ランカによるpramapaの 分 類 は首尾一貫 した もの

ではない。 その原 因はsmrtiな ど を如何 に規定 す るか に あ る。 ま た, paroksa

(広義のsruta)の 内 容が一定 していない ことに も起 因 して い る。 しか し, ア カ ラ

ンカの最終的分類, つ ま り図5に 示 した もの は彼以後の ジャイナ教論師 によっで

基本的 に継承 され ている。

図5

1) Jaina Ontology by K. K. Dixit (L. D. Series 10), Jaina Nyaya by K. C. Sastri
(Murtidevi Hindi Series 10)を 特 に参 考 に した。

2) Astasati (Bombay 1915)p. 175. LT §3.

3)以 下 に 言 及 す る ア カ ラ ン カ の 作 品 は 『Rajavartlika』(Murtidevi Sanskrt Series 10)

を 除 い て 『Akalahkagranthatraya』(Singhi Jaina Series 12)に ま と め られ て い る。

4) Sarvarthasiddhi ad. TS I-6.
5) Tattvartha Slokavartika I-10-88.

6) Pramanapariksa (Vanarasi 1914). p. 68.
7) Nyayakumudacandra ad LT 10 cd, 11 ab.
8) Prastavana pp. 34-5.
9) Tattvartha Slokavartika I-11-179以 下。

(広 島 大学 大 学 院)
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